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健康福祉研究部会【課題 A】テーマ別シンポジウム／ヘルスリテラシーから

考える体力・運動の在り方
コーディネーター：朝倉 雅史（筑波大学）
2023年8月30日(水) 13:50 〜 15:50  RY301 (良心館３階ＲＹ３０１番教室)

本部会では「ライフスタイルに応じた健康増進・体力向上の捉え方」という上位課題に対して、過去2年間にわ

たって「女性」の健康やスポーツをめぐる課題を議論してきた。今年度はその蓄積を踏まえ、近年、重視されて

いるヘルスリテラシー概念をキーワードに、人々が生涯にわたって自らの「健康」について考え、実践していく

ための諸条件や環境づくりの重要性を議論していく。同概念は「良好な健康状態の維持、増進のために必要とな

る情報にアクセスし、理解し、活用する個人の意欲や能力を決定づける認知と社会的スキル」（ドン・ナット

ビーム）と言われるように、近年の情報技術革新とそれに伴う健康情報の氾濫に関わっており、識字能力のみな

らず、情報の取捨選択から理解、判断・活用までを射程に入れている。ヘルスリテラシーが十全に機能するに

は、個人的なスキルのみならず、教育や医療等の制度的環境づくりや情報発信のあり方等、様々な対策が求めら

れる。さらに情報へのアクセスやその社会的認知という点で、ジェンダーの視点が重要であることも強調される

べきである。以上の諸課題に対して保健科教育、健康科学、社会学を専門とする登壇者と多角的な議論を展開す

る。
 

 

子供たちのヘルスリテラシーの育成と体力・運動との関わ

り
*上地 勝1 (1. 茨城大学)

＜演者略歴＞ 

茨城大学教育学部教授。筑波大学大学院医学研究科修了。博士（医学）。筑波大学助手、茨城大学准教授を経て

現職。日本保健科教育学会理事・会長。日本学校保健学会理事。日本健康教育学会理事。専門は学校保健、保健

科教育、公衆衛生学、疫学。現在は、主に保健授業の実践研究に取り組んでいる。

 
ヘルスリテラシーは概ね「健康情報を入手し、理解し、評価し、活用するための能力」と定義されている。子供

たちの健康課題の多様化、複雑化に加え、 ICTの活用が進む教育現場の状況に鑑みると、ヘルスリテラシーの育成

は喫緊の課題と言えよう。そのことは、学習指導要領実施状況調査（国立教育政策研究所）の結果にも表れてお

り、各校種で次の課題が指摘されている。○小学校：図を読み取り健康情報を分析すること。○中学校：健康に

関する抽象的な内容を具体的な事象に適用したり応用したりすること。○高等学校：個人の健康の保持増進と社

会環境づくりを関連付けること。これらをヘルスリテラシーの定義に沿って解釈すると、小学校では「健康情報

を理解し、評価すること」、中学校では「健康情報を活用すること」、高等学校では「知識を統合化し、より深

い概念を理解すること」に課題があると考えられる。 

　本発表では、子供たちのヘルスリテラシーを育成する手立てとともに、そのことが体力や運動とどのように関

わるのか考察したい。


